


















































































































































【 考 察 】 小 児 神 経 脱 髄 性 疾 患 は2012年International Pediatrics MS Study 
Group(IPMSSG)により，疾患の概念や定義が統一され，診断基準が示された．
しかし本症例のように診断基準を満たしづらい症例も少なくない．抗MOG
抗体は，抗アクアポリン4抗体陰性のNMOや複数回のエピソードを繰り返す
ADEM患者血清に認められると報告されている．抗MOG抗体陽性症例の集積
と分析により関連疾患の病態解明がなされ，診断や治療法などに反映される
ことが望まれる．
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【はじめに】乳腺脂質分泌癌は泡沫状の胞体内に脂質を有する稀な乳癌であり、
その頻度は全乳癌の1％以下とされている。今回我々は乳腺脂質分泌癌の1例
を経験したので報告する。
【症例】40歳代、女性。乳癌検診マンモグラフィーで右乳腺石灰化を指摘され、
精査目的で他院受診された。触診で左CD領域に1cmの硬結を触知、超音波検
査で右CDE領域に広がる石灰化と境界不明瞭な低エコー域を認めた。針生検
で、泡沫状の広い胞体を有する細胞と好酸性の胞体を有する細胞が混在して
おり脂質分泌癌と診断され、Luminal A typeであった。MRI検査ではびまん
性の造影効果が見られ、病変範囲の特定が難しかった。CTおよび骨RI検査で
他臓器転移は否定的であった。その後、希望により当院に転院された。本人
の希望で手術は2か月後となったため、術前にホルモン療法を開始した。手術
は、皮下乳腺全摘、センチネルリンパ節生検、ティッシュエキスパンダー留
置を行った。病気はT1cN0M0 Stage1であった。術後もホルモン療法を継続し
ている。
【考察】乳腺脂質分泌癌の報告例は決して多くはないが、予後不良であると
考えられている。しかし過去の報告ではHER2 typeが多く、予後不良といわ
れる所以についてはこれらの生物学的特徴も考慮する必要がある。本症例は
Luminal A typeであり、この場合の適切な治療や予後については明らかになっ
ていない。本症例では通常の乳癌と同様の治療方針としたが、今後の再発や
転移に関して十分な観察が必要であると考える。
【まとめ】乳腺脂質分泌癌についてその治療方針や予後についてコンセンサス
の得られているものはなく、現段階では他の乳癌と同様の治療を行っていく
しかない。今後の報告や研究が期待される。
